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沖縄総合事務局 開発建設部 総合評価審査委員会（営繕系）

議事概要

開催日及び場所

委　　員

　委員による審査結
果の内容

　上記について、発注方式、評価基準、評価結果等の説明を行い、原案通り
了承された。

対象案件

意　見　・　質　問 回　　　　　　　答

　委員からの意見・質
問、それに対する回
答等



　（別　紙）

　○審査対象案件

　１．標準Ⅱ型総合評価方式

　　1 那覇港湾合同庁舎（２２）エレベータ設備改修工事

２．簡易型総合評価方式

　　1 沖縄地区税関（２２）建築改修工事

　　2 宮古公共職安（２２）電気設備改修工事

　　3 宮古職安（２２）電気設備改修工事

　○抽出審議

      那覇港湾合同庁舎（２２）エレベータ設備改修工事

　 　○ ・

　 　○ ・

      沖縄地区税関（２２）建築改修工事

　 　○ ・

　　宮古職安（２２）電気設備改修工事

　 　○ ・

　 　○ ・

　 　○ ・

意見・質問 回　　　　答

施工計画において、誘導員の配置を評価す
る場合の基準について整理すること。

誘導員の配置については評価基準を整理し、評
価がばらつかないようにする。

県内企業下請活用比率評価で、5点配点（３
０％以上）は達成可能なのか。

各者の下請活用予定について説明。下請けとし
て撤去工事・据付工事を予定している。

入札説明書には全ての工種が記載されて
いないので、工事内容が判りづらいのでは
ないか。

営繕事業では、工事内容を把握してもらうために
資料を配布することとし、この案件では、公告時
に特記仕様書１枚と一般図３枚を公開している。

広報には問題ないのか。 誰もがインターネットで情報収集が可能。又、業
界紙でも情報収集ができる。この案件は、沖縄
総合事務局平良港湾事務所にも掲示している。

コリンズでの実績検索にてＣ等級が県内９７
者いるのに、前回なぜ応募者がいなかった
のか。

９７者のうち、宮古島所在の業者は２者である。
本島の業者は、地理的に不利な宮古島の案件
には応募しないのではないか。

応募者がいない状況を改善するには、要件
を緩和すべきではないか。

発注時期が遅れると技術者の確保が難しくなる
ので、技術者の要件（施工経験）を緩和した。企
業の要件（施工実績）は、前回と同じである。


